
1 (50点)

次の口にあてはまる数または式を解答欄に記入せよ。� 

(1) tan(a十月三y'3，…ls二5のとき，� tan叩…
 
さ以ら以にこ，� i<α くいならば，�  tanα 二回，�  tans [2Jで、仏ω = 

x)(log3→寸「hν幻)関数例(ρ2 ι=
とき最大{値直回をとり ，x=困のとき最小値目をとる。�  

(3)平面上の.60ABにおいて，� OA = 2，OBニ3，ABニVI9とする。このと

き，� δ式訪二回で、ある。辺�  ABを2: 3 t::pg分する点灯とするとき，

記� 困品目認と表せる。さらに，居士 koe(行川1

満たす点Pを考えるとき，� Op2十Ap2十B山 ，k =回 の と き に 最 小 値

ヨをとる 。�  

(4)百の位が� α，十の位が� b，ーの位が� Cで与えられる� 3けたの自然数の値は，

( 川 村)+(三)と表せる。 1から� 5までの数日つずつ書山

カードが5枚入っている袋から，袋に戻さず連続して� 3枚のカードを引く。

最初に引いたカードに書かれている数字を百の位，� 2番目に引いたカードに書

かれている数字を十の位，最後に引いたカードに書かれている数字をーの位

とする� 3けたの自然数出る。この自然数が 3の慨になる確率は固

である。� 

-2 -



Iの解答欄� (50点)� 

(I) Iア;� イ: ウ� 

(2) エ: オ:

カ:� キ:

(3) ク: ケ: ::l . 

サ
�
 

シ:

(4) ス: セ� 

(記入しないこと)
ー

同
�
 

(、
�
 

ー

)
 

唱

(
 

ー

q
a

E
4 J

1
L

)(
 
4 l(計)
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11(50点)� 

2つの放物線C1:円2+2，α:y= _2X2+ 1を考える。次の口にあてはま

る数または式を解答欄に記入せよ。

放物線C1上の点� (t，t 2)における� C1の接線の方程式は2+ 

y=困� x+巴

である。この接綿州市るの比�  t=固または�  t=目のときである。

ゆえに，C1とC2の両方に接する直線は� 

y=[Dx十回と� y=困� x+困

である。これら� 2本の直線と放物線引回訓た部分の面積は困である。� 
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Eの解答欄 (50点)

ア: イ:

ウ: ニc.

オ: カ:

キ: ク:

ケ:

(記入しないこと)

情)ト  
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m (50点)

座標平面上の異なる� 2点P(α，b)とQ(c，d)が，原点Oを中心とする半径1の円周

上にあり，� α>0，b> 0，αd = bcを満たしているとする。次の口にあてはまる

数または式を解繍こ記入せよ。ただし，� 0 から困は腕記入せよ。また，

固から困で使える文字はαとぼけとする。

(仰1り)2日，J点削州~R町山( 

(ρ
 仰2 閃Qの偲長さ叫は回である。線分� QSの長さは困である。幻)線紛分� P

(3) LPOSはE。である。ムPOSの面積は困である。� 

(4)直線� QSの方程式は� Vニ� sJx-回で払�  

(5)直線� QSと直線� PRの交点を� Tとするとき，ム叩の面積は困で、ある。� 
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Eの解答欄� (50点)� 

(1) Iア:� 

(2) Iイ:� ウ:� 

(3) Iエ:� オ:

(4) Iカ.� キ:

(5) Iク:

(記入しないこと)

)
 。"

(
 

ー
�
 、

，，
� (

 

ー

ゅ

」

1

、‘‘，，，[()唱[( q
h
 

Aaτ 
.
EE

A
情)

-3・



N (50点)

座標平面において，� x座標も� ν座標も� O以上の整 U 

数値である点を格子点と呼ぶことにする。格子点
2 

の聞を，長さ� 1の右真横方向に伸びる辺，長さ� 1の

真上方向に伸びる辺，長さゾ互の斜め右上方向に

伸びる辺で結ぷ。格子点の聞を，長さ� lの右真横� 

方向の辺に沿って右に移動することを「右移動J，長さ� lの真上方向の辺に沿って

上に移動することを「上移動J，長さゾ互の斜め右上方向の辺に沿って斜め右上に

移動することを「斜移動と呼ぶことにする。次の巴にあてはまる数または式を

聞に記入せよ。ただし，回から困で使える文字はは�  Tだけとする。� 

(1)原点� O村(れ)へ，右移動と上移動のみを行う移動方法は固とおり

で払右移動と上移動と斜移動の料てを�  1回以上行う移動方法は回

とおりである。� 

(2)η を2以上の整数値とし，原点Oから格子点P(n，n)へ，右移動を� T回，上移動

をU回，斜移動を� d回行う移動方法を考える。� r，u，dは，すべて� 1以上とする。

このとき，� 叶+刊r dニ回と山叶川+刊� パ必巾は山まれ� 以肝u d=0が糊成り立払� Tl1以駈上� E 下

を揃満たけす整轍数となる。したがって，� d=困 ，u=回，山十d二 回

と表される。このような移動方法において，� r回の右移動をいつ行うかの選び

方は，組合せで表すと白c巴とおりである。右移動をいつ行うかを定めた

あと峨された回目の移動において，匂姻叩回酌の上淵移閥動抗をUいい山つ印

は，組合せでで、表すと� C とおりでで、ある。
巴日�  

(3)n = 4のとき，右移動と上移動と斜移動をすべてを� 1回以上行う移動方法

は巨とおりで仏�  
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Nの解答欄� (50点)� 

(1) Iア:� イ:

(2) ウ: ニI:. オ:

カ: キ ク:� 

ケ: コ:

サ:� 〉ノ� 

(3) Iス・

)
 

句

(
 

(記入しないこと)

E
A ゅー


  )
 

9[
 
(
 “
 

L
 

l l
附� 
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問題冊子の訂正� 

6ページ� III 上から� 2行目

誤「α>0，b > OJ 

正「α>b>OJ 


